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【

講

演

】 
④ 
闘
う
作
家
遠
藤
周
作
を
め
ぐ
っ
て 

梅
光
学
院
大
学 

佐
藤
泰
正 

 

【

総

会

】 
 

総
会
は
、
議
長
に
星
美
学
園
短
期
大
学
の
武
田
秀
美
氏
を
選

出
し
て
開
か
れ
た
。
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
度
事
業
報
告
が
な
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

第
五
回
二
〇
一
〇
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を
長
崎
市
立
遠
藤
周
作
文
学
館
に
て
開
催 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
４
号
発
行 

第
五
回
遠
藤
周
作
学
会
の
発
表
者
四
氏
に
加
え
、
ほ

か
二
氏
の
投
稿
論
文
、
書
評
、
二
〇
一
〇
年
遠
藤
周

作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
も
収
録
。 

創
刊
号
は
完
売
、
第
二
号
は
残
部
四
五
部
、
第
三

号
残
部
七
五
部
有
り
。
一
部
千
円
（
送
料
込
）
で
販

売
も
行
う
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
八
日
時
点
で
七
九

名
。
二
〇
一
〇
年
度
の
新
会
員
は
六
名
。
退
会
一
名
。 

次
に
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
〇
年
度
会
計
報
告
が
行
わ
れ
、

太
原
正
裕
氏
、
今
井
真
理
氏
、
兼
子
盾
夫
氏
に
よ
り
監
査
報
告

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
５
号
発
行
に
つ
い
て 

投
稿
規
定
の
字
数
に
つ
い
て
現
行
の
四
〇
〇
字
詰
原

稿
用
紙
に
換
算
し
て
三
〇
枚
以
内
を
、
四
〇
枚
以
内
に

改
訂
す
る
案
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

二
〇
一
二
年
九
月
発
行
予
定
、
原
稿
締
切
は
二
〇
一

二
年
三
月
末
。
必
ず
四
〇
枚
厳
守
で
完
全
原
稿
を
提
出

の
こ
と
。
た
だ
し
、
投
稿
希
望
者
は
、
十
二
月
末
日
ま

で
に
投
稿
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
明
記
の
上
、
事
務
局
に

執
筆
の
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
。
（
規
定
は
本
会
報
の

四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

◆ 

二
〇
一
二
年
度
の
大
会
は
、
京
都
外
国
語
大
学
で
、

九
月
十
五
日
（
土
）
に
開
催
。 

最
後
に
山
梨
英
知
大
学
の
川
島
秀
一
氏
の
閉
会
の
辞
を
も

っ
て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
す
る
予
定
が
、
時
間
が
な
く
、

迎
え
の
バ
ス
で
懇
親
会
会
場
の
敦
煌
に
移
動
し
、
そ
こ
で
川
島

氏
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。 
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■
 

事
務
局
よ
り 

▼
第
六
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
佐
藤
泰
正
顧
問
の

お
ら
れ
る
梅
光
学
院
大
学
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
会
員
二
五
名
に
、
聴
講
者
が
十
数
名
加
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
梅
光
学

院
大
学
学
長
の
中
野
新
治
氏
、
同
大
学
の
奥
野
政
元
氏
に
は
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
日
本
文
学
研
究
の
大
学
院
生

の
発
表
に
始
ま
り
、
経
営
学
者
の
社
会
科
学
的
視
点
か
ら
の
発

表
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
か
ら
の
映
画
を
め
ぐ
っ
て
の
発
表
と
多

方
面
か
ら
遠
藤
周
作
に
迫
る
、
遠
藤
周
作
学
会
な
ら
で
は
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
講
演
で
は
、
佐
藤
泰
正
顧
問
が
九
十

四
歳
と
は
思
え
な
い
力
強
さ
で
文
学
と
宗
教
の
開
か
れ
た
世

界
を
目
指
し
て
戦
う
作
家
遠
藤
周
作
を
め
ぐ
っ
て
熱
く
語
ら

れ
た
姿
か
ら
、
三
・
一
一
以
降
の
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
中
で
遠

藤
文
学
の
研
究
に
携
わ
る
者
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

▼
「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
５
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、
会
員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
投
稿
予
定
の

方
は
、
予
め
十
二
月
末
日
ま
で
に
投
稿
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
明

記
の
上
、
事
務
局
に
執
筆
の
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で

す
。
三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
次
回

の
会
場
は
、
長
濱
拓
磨
運
営
委
員
の
所
属
す
る
京
都
外
国
語
大

学
で
す
。
遠
藤
文
学
と
も
関
係
の
深
い
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
専
門
家
の
い
る
大
学
で
す
。
充
実
し
た

研
究
発
表
が
多
く
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
今
回
も
健
康
上
の
都
合
で
笠
井
代
表
が
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
は
リ
ハ
ビ
リ
も
進
み
、
次
号
の
『
遠
藤
周
作

研
究
』
に
論
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
笠
井
代
表
か
ら
『
作
品
別
研
究
史
』
に
つ
い
て
の
新

た
な
提
言
を
い
た
だ
い
た
の
を
受
け
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て

検
討
中
で
、
来
年
の
大
会
に
て
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。
会

員
の
皆
で
協
力
し
て
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
充

実
し
た
も
の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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『
遠
藤
周
作
研
究
』
投
稿
規
定 

 

一 

遠
藤
周
作
学
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
広
く
会
員
の
意
欲
的

な
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
投
稿
論
文
が
掲
載
予
定
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
遠
藤
周
作
研
究
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の

の
掲
載
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

二 

投
稿
論
文
は
原
則
と
し
て
縦
書
き
で
、
字
数
は
四
〇
〇
字

詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
四
〇
枚
以
内
（
注
も
含
む
）
と

し
ま
す
。 

 

三 

論
文
は
完
全
原
稿
で
二
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
デ
ー
タ

を
添
付
の
こ
と
）。
執
筆
者
の
校
正
は
初
校
の
み
で
す
。 

 

四 

論
文
の
審
査
な
ど
は
編
集
委
員
会
が
行
い
ま
す
が
、
加

筆
・
訂
正
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

   

五 

投
稿
論
文
の
執
筆
者
に
は
印
刷
費
な
ど
の
費
用
と
し
て

一
万
円
（
一
〇
部
買
い
取
り
）
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

六 

投
稿
論
文
の
締
切
り
は
、
毎
年
三
月
三
十
一
日
（
必
着
）

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
十
二
月
末
日
ま
で
に
投
稿

論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
明
記
の
上
、
事
務
局
に
執
筆
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

七 

投
稿
先
は 

<

遠
藤
周
作
学
会
事
務
局>

。 
   

遠
藤
周
作
学
会 

事
務
局 

〒
７
０
０
‐８
５
１
６ 

 

岡
山
市
北
区
伊
福
町
２
・１
６
・９ 

 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

山
根
道
公
研
究
室 

T
E
L
:

０
８
６
（
２
５
２
）
３
１
２
９ 

E
-
m
a
i
l: yam

ane@
post.ndsu.ac.jp 
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